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１　砂利採取計画の基本原則
　　　この基準において「陸砂利」とは、平地に賦存している砂利をいうものとし、「山砂利」とは、山又は丘陵に賦存している砂利をいうものとする。
また、ここでいう砂利とは、粒径がおおむね30cm以内のものとする。

２　陸砂利採取計画基準
（１）採取量
採取量は、災害防止の見地に立って過大な採取量にならないように注意するものとする。
（２）採取の期間
　　　採取の期間は、原則として、採取の進行を予測し得る範囲内とし、１年以内であることが望ましい。
（３）表土の除去等
　　①　表土を除去するにあたっては、隣接地が浸食されないように配慮したものであること。
②　除去した表土を堆積するときは、地形に応じて、築堤、板囲い、土留め擁壁、水路等を設置し、降雨時に表土が流出しないよう配慮したものであること。
③　乾燥時においては、表土の飛散を防止するため、場合により、場内に適宜散水等の措置が講ぜられていること。
（４）掘削等
　　①　隣接地との間に有していなければならない保安距離は、原則として、最小限2mとするが、公共物件、家屋等の特に災害防止の必要性があると認める場合については、個別事案ごとに必要な保安距離をとるものとする。
②　農地における最大掘削深は採取跡の埋戻しの必要性からみて、最大5m程度であること、農地以外の地域の掘削深は特に限定はしないが、災害防止の見地から適当なものであり、掘削深が5mを超える場合、掘削深5mごとに幅2m以上の小段を設置すること。
③　掘削は原則として、保安距離をとったうえで、地盤地質の状況に応じて安定勾配（砂利及び普通土の場合35度程度）で掘削する。
　　また、特に災害防止の必要性があると認める場合については、法面保護及び土留め擁壁等の措置を講じなければならない。
④　採取場には、原則として、囲い柵、危険表示等を設置するとともに、丁張り等により掘削深及び掘削勾配を確認できる表示を行うこと。
（５）砂利採取場内での運搬
　　　同一砂利採取場が道路又は他人の土地により分断されている場合、運搬時においては落石を防止するためベルトコンベアーの下を金網で囲う等の措置、又は交通整理員を置き、もしくは砂利運搬車の通行時間を制限する等の措置をとるものでなければならない。
（６）水洗、選別等
　　①　砂利を洗浄するため地下水を取水する場合は、付近の井戸水、農業用水に悪影響を与えないように留意したものでなければならない。
　　　　また、洗浄水を節約するためには、洗浄水の「還流方式」を採用することが望ましい。
②　洗浄汚濁水を未処理のまま場外へ排出しないよう措置されているものでなければならない。
　ア　汚濁水処理装置を設置する場合
　　(ア)　洗浄水の節約及び水質の汚濁防止の観点から、できるだけ還流方式を採用することが望ましい。
　　(イ)　 汚濁水処理装置の処理能力は、砂利の採取量に応じたものであること。
　　(ウ)　沈降剤、凝集剤は当該装置にあった薬剤を使用し、その投入量は必要な浄化水を得るに足りる量であること。
イ　沈澱池を設置する場合
　　(ア)　沈澱池は、できるだけ人家や公道から離れた安全な場所に設置すること。
　　(イ)　沈澱池は、原則として地中に掘り込んだものとすること。ただし、やむをえず築堤方式をとる場合、十分安全な構造とすること。
　　(ウ)　洗浄汚濁水等を沈澱池に滞留させる場合の最高限度は、原則として、当該沈澱池の容量の7割とすること。ただし、特殊構造の沈澱池については個々具体的に検討すること。
　　(エ)　沈澱池は原則として2箇所以上設けること。この場合、一の沈澱池の滞留量が最高限度に達したときは、その沈澱池の使用を中止して、他の沈澱池に移行し、最初の沈澱池は再利用できる状態に復元しておくこと。
　　(オ)　沈澱池を一つしか設けない場合には、沈澱池が洗浄汚濁水等を滞留させ得る最高限度に達したときは、洗浄作業は中止すること。
　　(カ)　沈澱池には、適当に沈降処理剤を投入し、または適当な日数の間滞留させた後に、適切な水質の水を排出すること。
　　(キ)　沈澱池の排出口の下端の高さは、排水のときに同時にヘドロを排出しないようなものとし、排水口は、適切な水質の水を排水する場合以外は開門しないこと。
③ヘドロの処理
　ア　ヘドロは一定の場所に適当な期間堆積して水分を除去した後に処分すること。
　イ　ヘドロの堆積場は板囲いを施す等降雨時に流出するのを防止するための措置が施されていること。
④排出する水の水質基準
　ア　砂利採取場から水を排出される水の水質は、排水路に排出された水の利用状況（例えば、水道用、農業用に使用されている等）、砂利採取場の立地条件、自然条件等を総合的に勘案して、適当なものであること。
　イ　法令等により水質基準の定めのあるときは、その基準を遵守するものであること。
⑤騒音防止
　　騒音規制区域又は人家が密集している地域においては、騒音発生施設の使用時間の限定、騒音防止施設の設置等騒音の防止に留意するものでなければならない。
⑥水切り
　　砂利の運搬時に、砂利運搬車から水がたれるのを防止するため水切り場に適当な時間堆積する等の方法により水切りをした後に砂利を運搬するものでなければならない。
⑦採取跡の処理
　ア　掘削跡地を処理する場合
　　(ア)　掘削跡は、原則として埋戻しを行うこと。また、埋戻し材料は適正なものであること。
　　(イ)　埋戻しを行う場合は、掘削を完了した区域ごとにできる限り速やかに行うこと。
　　(ウ)　埋戻しを行わない掘削跡地については、危険防止柵の設置等十分な危険防止の措置が講じられていること。
　イ　沈澱池の跡地処理をする場合
　　(ア)　掘り込み式の沈澱池については、原則として、十分に水を排出した後、ヘドロの状態、厚さ等を考慮して適切な埋戻しを行い、十分に転圧を行うこと。また、埋戻し材料は適正なものであること。
　　(イ)　築堤方式の沈澱池については、原則として、十分に水を排出した後、適正に築堤を取り壊しヘドロを除去して、危険のないように整地すること。
（７）治水上影響のある行為についての措置
　　　砂利採取行為に起因する流量の増加量は、調整池（遊水池）等で調節しなければならない。
　　　また、調整池の設置基準については関係河川管理者との協議によるものとする。

３　山砂利採取計画基準
（１）準用
　　　山砂利の採取には、次に掲げる基準によるほか、「２　陸砂利採取計画基準」を準用するものとする。
（２）保安距離
　　　隣接地との間に有していなければならない保安距離は、原則として最小限5mとするが、山砂利を採取する場合には、砂利採取場の規模、山の形状、土質及び付近の状況等を勘案して、十分に安全な保安距離をとったものでなければならない。
（３）掘削の方法
　　①　山砂利の採取の場合には、掘削を終了した跡が平坦になることが望ましいが、そうでない場合は、その傾斜が安定勾配（砂利及び普通土の場合35度程度）となるような計画であり、また必要に応じ平場を設けるものでなければならない。
　　　　また、特に災害防止の必要性があると認められる場合は、法面保護工及び土留め擁壁等の措置を講じなければならない。
②　掘削の過程においては
　ア　比較的平坦な丘陵にあってはすき取り方式。
　イ　普通の山にあっては階段掘り（掘削高5mごとに幅2m以上の小段を設置）等により、安定勾配を保つよう掘削すること。
　　また、安定勾配より急になる方法で掘削する場合には、掘削の過程において矢板囲いを設置する等、土砂崩れの防止措置を施すものでなければならない。
③　降雨時において流水及び土砂が隣接地に流出するのを防止するため、水路等の排水措置を講じなければならない。
